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概要： 空間をわずかに移動する複数の点の移動前後の位置を 3次元センサーで計測し，どのような
並進，回転，スケール変化が生じているのか，あるいは生じていないのかを判断するモデル選択のた
めに，誤差のある 3次元データにさまざまな運動モデルを最適に当てはめる新しい方法を提案する．
これは，3次元アフィン変換の部分群が変数にさまざまな内部拘束を指定して得られることに着目し
て，内部拘束をもつ 3次元アフィン変換を拡張 FNS法によって計算するものである．そして，この
手法をステレオ視による 3次元復元シミュレーションデータやGPSで計測した地盤の移動データに
対する幾何学的 AIC，幾何学的 BIC，幾何学的MDLによるモデル選択に応用する．
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図 1 3次元点の移動前後の位置の計測．


